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新庁舎建設に関する特別委員会会議録 

 

平成２８年３月７日 月曜日 

  午前１０時００分開議 

  午前１１時３１分閉議（実時間５４分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第１０号・平成２８年度八代市一般会

計予算（関係分） 

１．平成２７年陳情第７号・新庁舎建設に伴う

地元建設業者への受注配慮方について 

１．平成２７年陳情第８号・新庁舎建設の早期

実現及び地元建設業者の有効活用について 

１．陳情第１号・新庁舎建設に伴う配慮方につ

いて 

１．新庁舎の機能、規模、予算など新庁舎建設

に関する諸問題の調査 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  前 垣 信 三 君 

副委員長  幸 村 香代子 君 

委  員  亀 田 英 雄 君 

委  員  友 枝 和 明 君 

委  員  成 松 由紀夫 君 

委  員  野 﨑 伸 也 君 

委  員  橋 本 幸 一 君 

委  員  橋 本 隆 一 君 

委  員  古 嶋 津 義 君 

委  員  増 田 一 喜 君 

委  員  村 上 光 則 君 

委  員  山 本 幸 廣 君 

委  員  矢 本 善 彦 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 財務部長       岩 本 博 文 君 

  財務部次長     辻 本 誠 士 君 
 
  財政課主幹 
            谷 脇 信 博 君 
  （新庁舎建設担当） 
 

 部局外 
 
  議会事務局 
            増 田 智 郁 君 
  議事調査係長 
 

                              

○記録担当書記     小 川 孝 浩 君 

            岩 﨑 和 平 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（前垣信三君） 新庁舎建設に関する

特別委員会を開催いたします。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

                              

◎議案第１０号・平成２８年度八代市一般会計

予算（関係分） 

○委員長（前垣信三君） 最初に、予算議案の

審査に入ります。 

 議案第１０号・平成２８年度八代市一般会計

補正予算中、当委員会関係分を議題として説明

を求めます。 

○財務部長（岩本博文君） 委員長。 

○委員長（前垣信三君） 岩本財務部長。 

○財務部長（岩本博文君） おはようございま

す。（｢おはようございます」と呼ぶ者あり）

財務部の岩本でございます。 

 本日、新庁舎建設に関する特別委員会に付託

されました、議案第１０号・平成２８年度八代

市一般会計予算のうち、歳出の款２・総務費、

項１・総務管理費、目１１・市庁舎建設費につ

いて、辻本財務部次長が説明をいたしますの

で、よろしくお願いいたします。 

○財務部次長（辻本誠士君） 委員長。 

○委員長（前垣信三君） 辻本財務部次長。 
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○財務部次長（辻本誠士君） はい。おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）次長の辻本でございます。よろしくお

願いいたします。 

 それでは、議案第１０号・平成２８年度八代

市一般会計予算をお願いいたします。新庁舎建

設に関する特別委員会付託分について御説明い

たします。 

 ６０ページをお願いいたします。 

 款２・総務費、項１・総務管理費、目１１・

市庁舎建設費で、６億１１５２万５０００円を

計上いたしております。 

 説明欄をごらんください。 

 まず、市庁舎建設事業で１億１１５２万５０

００円を計上いたしております。これは、新庁

舎建設に伴います、基本設計及び実施設計業務

委託を、平成２８年度と２９年度の２カ年事業

として総額２億３２７２万１０００円で実施を

予定しているもので、平成２８年度に基本設計

に相当する分として９３６７万１０００円を計

上し、実施設計相当分は、限度額を１億３９０

５万円、期間を平成２９年度までとした、債務

負担行為の設定をいたしております。あわせま

して、基本・実施設計業務のプロポーザル経費

として、１１７万６０００円を計上しておりま

す。 

 また、オフィス環境整備支援業務委託とし

て、平成２８年度から平成３２年度までの５カ

年事業、総額３１７９万４０００円の実施を予

定しており、平成２８年度に１５１３万５００

０円を計上し、平成２９年度から平成３２年度

までを、限度額１６６５万９０００円の債務負

担行為として設定しております。 

 これは、現庁舎の机やキャビネットなどの備

品リストを作成したり、保管文書の量や会議室

利用状況の調査を行うとともに、新庁舎におけ

る執務室などのレイアウトを作成し、スムーズ

な引っ越し計画の立案までを行うもので、建物

の設計業者とともに調整を図り、効率的な庁舎

の活用に努めることとしております。 

 このほか、市民検討委員会の開催経費及び先

進地視察旅費を計上しております。 

 なお、ただいま説明いたしました、２件の債

務負担行為が予算書に記載されておりませんで

したので、正誤表により訂正をいたしておりま

す。まことに申しわけございませんでした。 

 次の、市庁舎建設基金事業では、５億円を積

み立てるものでございます。これにより、累計

１３億円となるものです。 

 以上で、当委員会付託分の歳出の説明といた

します。御審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（前垣信三君） はい、それでは、以

上の部分について質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

○委員（亀田英雄君） なければいいですか、

１つ。 

○委員長（前垣信三君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 提案された部分のです

ね、今回の設計業務委託、新庁舎建設の業務委

託の積算根拠というのを教えていただけません

か。 

○委員長（前垣信三君） 谷脇財政課主幹。 

○財政課主幹（新庁舎建設担当）（谷脇信博

君） はい。おはようございます。（｢おはよ

うございます」と呼ぶ者あり）財政課の谷脇で

す。よろしくお願いいたします。 

 せんだっての一般質問、それでも御説明いた

しましたところでございますが、国交省の、国

土交通省が示しております、官庁施設の設計業

務等積算基準というものに基づきまして、おお

むね２万平米程度の基本設計、実施設計という

ところで積算を出しております。 

 以上でございます。 

○委員（亀田英雄君） はい、了解です。 

○委員長（前垣信三君） ほかにはございませ
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んか。 

 よろしいんですか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前垣信三君） 以上で、質疑を終了

いたします。 

 意見がありましたら、お願いをいたします。

意見ございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前垣信三君） はい。なければ、こ

れより採決をいたします。 

 議案第１０号・平成２８年度八代市一般会計

予算中、当委員会関係分について、原案のとお

り決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前垣信三君） 挙手少数と認め、本

案は否決されました。 

                              

◎平成２７年陳情第７号・新庁舎建設に伴う地

元建設業者への受注配慮方について 

◎平成２７年陳情第８号・新庁舎建設の早期実

現及び地元建設業者の有効活用について 

◎陳情第１号・新庁舎建設に伴う配慮方につい

て 

○委員長（前垣信三君） それでは、次に、請

願・陳情の審査に入ります。 

 今回、当委員会に付託となっております陳情

３件については、関連がありますので一括議題

として、採決については個々に行うことといた

します。 

 それでは、平成２７年度陳情第７号・新庁舎

建設に伴う地元建設業者への受注配慮方につい

て、平成２７年度陳情第８号・新庁舎建設の早

期実現及び地元建設業者の有効活用について及

び陳情第１号・新庁舎建設に伴う配慮方につい

てを議題といたします。要旨は文書表のとおり

でありますが、念のために書記に朗読をいたさ

せます。 

（書記、朗読） 

○委員長（前垣信三君） ただいまの３件につ

いて御意見等がありましたら、お伺いをいたし

ます。 

○委員（古嶋津義君） はい。 

○委員長（前垣信三君） 古嶋委員。 

○委員（古嶋津義君） はい。予算について

は、今、委員会で否決をされましたが、まだ本

会議まで日にちがありますのでどうなるかわか

りませんですが。まあ、陳情３件については、

その願意を酌み取ると、採択していいというふ

うに思います。 

 以上です。 

○委員（成松由紀夫君） 委員長。 

○委員長（前垣信三君） 成松委員。 

○委員（成松由紀夫君） はい。今、団長が言

われたとおりに、諦めずにですね、我々も、今

否決とはなりましたけれども、いろんな考え方

があっていいんですが、やはりですね、次世代

に負担を残さないように、歴史的汚点となるよ

うな判断じゃまずいなというのは思います。こ

の３本の願意は、合併特例債を活用していただ

きたいというのが願意で、一番の願意であるよ

うに思いますので。ぜひ採択のほうでお願いし

たいと思います。 

 以上です。 

○委員（橋本幸一君） 委員長。 

○委員長（前垣信三君） 橋本委員。 

○委員（橋本幸一君） はい。私も同じ意見

で、当委員会は、新庁舎をつくるべきだ、それ

から合併特例債は活用すべきだという、やっぱ

その合意はとれておりますから、この陳情につ

いて私は何ら遜色はないということで、ぜひ採

択を願いたいと思います。 

○委員長（前垣信三君） 橋本隆一委員。 

○委員（橋本隆一君） はい。私は今定例議会

の中においても、委員さんの中からですね、地

元の業者をぜひ活用してもらいたいという意見

を、切実な思いとして出ておりましたので、私
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たちはやっぱり地元のそういう発注業者さんを

大事にしたいということで、今回の陳情に関し

ても採択は必要かなと思います。 

○委員長（前垣信三君） 増田委員。 

○委員（増田一喜君） 私もですね、この３件

については、新庁舎をつくる、また合併特例債

を使ってつくるんだというようなことが、皆さ

んもう御存じのようで。それに当たっては、や

っぱり地元業者さんを使っていただきたいとい

う切実な願いが入っておりますので、採択して

しかるべきと私は考えております。 

○委員（矢本善彦君） はい。 

○委員長（前垣信三君） 矢本委員。 

○委員（矢本善彦君） 私はですね、必ずこう

いう陳情が大型建設をするとき来るんですけれ

ども、まあ総合病院をとってもですね、こんな

のが来ました、陳情が。しかし、１社か２社し

かやりませんと。それはなぜかというと、ゼネ

コンがとるから、単価が合わぬけんやったです

よ。だから、これを条件に地元の業者がトップ

に立てばいいですけれども、東京から来てから

したら、絶対下請ありません。私たちも業界で

そういう、以前からそういう話は聞いてますか

ら。これを条件にね、地元の業者にさせるとい

うのが前提だったら、私たちはみんな手を挙げ

て賛成しますけど。それがどうなるかが、ちょ

っとですね、指くわえて待っとうごたっふうで

すけんで。そうすると地元の業者も潤うし、雇

用もできるし、やっぱ税金ば払った人に仕事を

やるのが私はいいんじゃないかと思って。意見

でございます、はい。 

○委員（野﨑伸也君） 委員長、よろしいです

か。 

○委員長（前垣信三君） はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。３本ですね、今

ちょっと要旨のほうをですね、事務局から読ん

でいただいて、聞かせていただいたんですけれ

ども。ある程度、内容的には同じということで

ですね、一括で議題として取り上げて、今、審

議していただいているというようなところだと

思うんですけれども。地元業者さんの機会を得

ることとかですね、活用していただくこととか

っていうのは、もちろん私たちもこの特別委員

会の委員さん方で共通認識を持っておられる

と、今、御意見いただいたようにあっていると

思うんですけれども。そこの、この出されてい

る方々がですね、どれくらいの地元業者の活用

というのをですね、考えておられるのか、ちょ

っといまいち不可解というか、わからない部分

がありますね。というのが、特別委員会の中で

今までずっと審議をしてきた中で、基本構想の

ほうをですね、ちょっとやってきたんですけれ

ども、あの中で、基本構想を発注する段階のと

きで、なかなか地元業者さんが入れない部分が

あるんじゃないかと、そういった決まりがあっ

てですね、なかなかとれないんじゃないかとい

うような質疑もしたと思います。そういったこ

とを考えていくと、請願とか陳情ですよね、い

ただいているんですけれども、どれぐらいその

業者さんたちが自分たちも中に入って施工の機

会を得るというようなところで、どこら辺のと

ころを考えておられるのか、ちょっといまいち

不透明ちゅうかですね、そういうところがある

んですよ。もしよければ、また陳情的な内容に

ついてもですね、ちょっと私的にはいろいろ質

問をしたい部分がありますんで、よければ委員

会で参考人招致という制度がありますんで、呼

んでいただいて、直接お話をする機会を設けて

いただければと、委員長にお願いしたいんです

が。その後に、ちょっとこの採決するだろう

が、どうするだろうがという話をですね、もう

ちょっと深く、やっぱりせっかく出していただ

いた思い、ものに対しては、やはりそういうこ

とをするべきじゃないかというふうに私は思い

ますんで、提案をさせていただきたいと思いま

す。 
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○委員長（前垣信三君） はい。今、野﨑委員

のほうから、参考人の招致というような話が出

まして、委員会としては過去に一度ぐらいはあ

ったみたいですが。そのあたりのやり方といい

ますか、このあたりが非常に大事だと思います

ので、もし皆さん方の同意が得られれば、どう

いう経過をとって参考人招致ができるのか。そ

れを確認をいただいた上で、そして、また皆さ

ん方の意見を伺いたいと思うんですが、いかが

でしょうか。 

○委員（成松由紀夫君） 委員長。 

○委員長（前垣信三君） 成松委員。 

○委員（成松由紀夫君） 参考人招致も、思い

を聞かれるのもいいんですが、今、矢本委員か

らも大手ゼネコンじゃなくて地元にと。で、こ

の方々の願意というのは、やっぱ最大限地元に

仕事をさせていただきたいということが趣旨、

それと、合併特例債をぜひ活用して、特例債の

予算を見出してやっていただきたいということ

ですので。まあ、そこまでですね、何か業者さ

んたちを呼んでですね、あまり政争の具的な話

じゃなくて、速やかにですね、採択か不採択か

を諮られて結構だと思いますけどですね。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（前垣信三君） 亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 参考人を呼ぶとがなぜ

政争の具になるか、私は全然意味がわかりませ

ん。ぜひですね（発言する者あり）何か言う

た。黙っとってくれんかな。（｢事ば荒げやせ

ぬですかという話です」と呼ぶ者あり）黙っ

て、私の発言中ですけん。そげん事は、――業

者３人じゃなかですか。なぜ業者だけがずっか

私にはようわからぬとですたい。しっかり話を

聞いていただきたいという思いがあって、参考

人招致をお願いしたいというふうに思います。 

○委員長（前垣信三君） はい。委員長から所

見ではないんですが、この３件出ておりまし

て、第７号は地元建設業者への受注配慮方、８

号は地元建設業者の有効活用について、陳情第

１号につきましては、新庁舎建設に配慮方とい

う文言ですが、要旨を聞きますと、分離発注し

た上で地元業者への受注をという内容のことを

言われました。７号と陳情第１号は、基本的に

は地元業者を使ってくれよと。当然、合併特例

債を使うから、早い時期にいたしてくれよとい

う内容のことかなとは思います。少しニュアン

スが違うのが、この地元建設業者の有効活用と

いうところに、少し何か懸念があるかなという

ような気はいたします。今そういう話が出まし

たので、参考人招致をするかどうか皆さん方と

お諮りをする前に、どういう手続をとらなけれ

ばならないのかをまず皆さん確認をしていただ

いて、その話をしようかと思うんですけど、い

かがなものでしょうか。 

○委員（橋本幸一君） 委員長。 

○委員長（前垣信三君） 橋本委員。 

○委員（橋本幸一君） その前にですね、参考

人招致した場合、この陳情の取り扱い、流れと

いうのはどのようになるのかということで、事

務局のほうから説明――。（｢その話でしょ

う」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前垣信三君） その話を。 

○委員（橋本幸一君） いやいや、するかせぬ

かの流れで違うけんですたい。結局、今期です

れば、結局継続という形で、とおりでいくと

か、それも含めてですね。何を含めてというこ

とですよ。 

○委員長（前垣信三君） はい、じゃあ、事務

局のほうから発言をさせます。 

○議会事務局議事調査係長（増田智郁君） は

い。 

○委員長（前垣信三君） 増田議会事務局議事

調査係長。 

○議会事務局議事調査係長（増田智郁君） お

はようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり）議会事務局、増田です。 
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 先ほど御質問ございました、参考人制度の活

用ということで、若干御説明をさせていただき

たいと思います。 

 そもそも、もう御存じかと思いますが、委員

会の中に出席できるのは、まず審議をされる委

員さん、それと説明をする執行部ということに

限られております。傍聴人は除いてということ

でございます。その中で、請願なり、陳情なり

について、出された方から意見を聞きたいとい

う場合であれば、参考人制度というのは確かに

ございます。 

 それと、これまでの過去の事例を申し上げま

す。過去の事例を申し上げた中で、参考人とい

うお話も過去何度か出たときもありますが、そ

のときは休憩をとって、休憩中にこちらにいら

っしゃったということで、発言の機会を設けさ

せていただいて、そのときに、請願人なり、陳

情なりの方が、休憩中に非公式な場所のところ

で発言をされたという例がございます。（｢昔

は」と呼ぶ者あり）はい。 

 それでは、実際、参考人制度を正式に活用す

る場合ということを、次にお話しさせていただ

きますと、まず、委員会の中で参考人制度を実

施するということを諮っていただきまして、そ

れに伴う、――諮る場合に必要なのが、委員会

に出席をしてもらう日程、それと場所、意見を

聞こうとする案件、その他必要な事項をまず決

めていただいた上で、委員長から議長宛てに、

参考人を呼びますという通知を出します。その

後、議長のほうから、参考人の方に対して、い

ついつこういう案件でしますのでということ

で、正式な文書を出すと。それを参考人の対象

となられる方が受けられて、いや行くことがで

きない、都合により行くことができないという

ことで拒まれたとしても、特段何らか罰則の規

定は、百条と違いますので、罰則の規定はござ

いません。 

 ですので、まとめますと、これまで参考人で

出された方を呼びたいという場合で対応したケ

ースとしては、休憩中に言っていただくという

のはありました。正式に呼ぶ場合は、そういっ

た形で、議決で、場所ですとか、内容ですと

か、そういうもろもろをして、議長経由で本人

さんに通知を出してするということですので、

急に今から呼ぶとか、そういうのはちょっと不

可能な形になります。 

 事務手続上は以上でございます。 

○委員長（前垣信三君） 橋本委員。 

○委員（橋本幸一君） この定例会では、時間

的には難しいということで理解していいかな。 

○議会事務局議事調査係長（増田智郁君） は

い。 

○委員長（前垣信三君） 増田係長。 

○議会事務局議事調査係長（増田智郁君） 例

えば、今回、参考人につきまして、全ての項目

を決定していただきまして呼ぶという形になり

まして、今期定例会中、閉会までの間に再度委

員会を開いて、またこの件については審議をし

たいということであれば、それは今定例会は無

理ということではございません。 

○委員長（前垣信三君） 橋本委員。 

○委員（橋本幸一君） そういった休憩中にと

いう私も記憶があっとですが。あの場合につい

ては、たしか質問等はでけぬとじゃなかったか

な。 

○議会事務局議事調査係長（増田智郁君） は

い。 

○委員長（前垣信三君） 増田係長。 

○議会事務局議事調査係長（増田智郁君） は

い、増田です。はい、おっしゃるとおり、質問

はできませんので、事務的に――（委員橋本幸

一君「一方的な案件についての――」と呼ぶ）

はい、御説明をしていただくということで。

（委員橋本幸一君「言い分で」と呼ぶ）はい、

前回はしております。 

 以上です。（委員橋本幸一君「はい、わかり
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ました」と呼ぶ） 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（前垣信三君） はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） 済みません、今ちょっ

と事務局から説明あったですけど、以前という

のがちょっと何年なのかわからぬとですけど。

以前はですよ、そういったなかなか参考人招致

の活用というのが、議会のほうで、地方議会の

中になかったということで、国のほうで地方自

治の改正がありましたよね。ぜひ活用して、こ

の制度をですね、せっかくあるんですから活用

してくださいよというような改正があってか

ら、いろんな自治体のほうで、そういう参考人

招致のですね、案件がいろいろ出てきたと。そ

の中の事例を見てみると、質疑とかできますよ

ね。やっていますよね。どやんですか。 

○議会事務局議事調査係長（増田智郁君） は

い。 

○委員長（前垣信三君） 増田係長。 

○議会事務局議事調査係長（増田智郁君） 確

かに地方自治法の改正がございまして、参考人

をぜひ活用してくださいと、以前はなかったん

ですけども、してくださいということで。参考

人制度として実際呼んでした場合は、参考人と

して来られた方は説明をして、その後の質疑応

答は一応できるという形にはなっています。前

回は、あくまでも休憩で願意を聞こうというこ

とでの趣旨でしたので、意見だけは聞こうと。

恐らくその当時、要旨だけではなかなかわかり

づらいというのがあったんで、説明だけは聞き

ましょうということでの位置づけで行われてい

たかと思います。 

 以上です。 

○委員長（前垣信三君） はい、以上を踏まえ

た上で、皆様方の御意見を伺いたいと思いま

す。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（前垣信三君） はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。私はやっぱりお

呼びして、来ていただいて、いろいろとその熱

意的なものもですね、説明もちょっといただけ

ればなというふうに思いますので。ぜひ参考人

招致のほうで、今議会中にお願いしたいと思い

ます。 

○委員長（前垣信三君） ほかにはございませ

んか。 

 はい、増田委員。 

○委員（増田一喜君） 私は別に必要はないと

思います。この文書の中にあるから、そのまま

これを審議していけばいいことではないかと思

います。変に参考人招致とかいうことになれ

ば、陳情、請願なんか出された人は、一々また

せんばんとか、書くだけじゃいかぬとかってい

うような、今度は逆にそういうのを出したくな

いという気持ちになるんじゃないかなと思いま

すね。それじゃあ、何か要望があったりとか、

そういう陳情事があったりしたら出してくださ

いちゅう制度がどんどん衰退していくような気

がしますので。あえてそれを呼んでまでする必

要はないかなというふうには思います。また、

呼ぶだけのものなのかなというふうに思います

けど。 

○委員（成松由紀夫君） 委員長。 

○委員長（前垣信三君） はい、成松委員。 

○委員（成松由紀夫君） 増田委員と同感でで

すね、もう業者の皆さん方の、これ組合さんと

協会さんですか、もうお願いというか、思いと

いうか、熱意は十分伝わるんですけどね。我

々、私は見た感じで、早くつくってください、

地場を活用してください、合併特例債のこの有

効性を考えてください。これ以外にですね、呼

んで、ああでもない、こうでもないと、何か聞

くことがあるんですかね。むしろ私は、参考人

招致なんていう仰々しいですね、ことで業者さ

んを呼んでですよ、議会でああでもない、こう

でもないと、何を質疑応答するのかが極めて不
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可解でですね、もうこれは採択か、不採択かと

いう話だと思うんですが。それでお取り計らい

のほどよろしくお願いしたいと、私は思いま

す。 

○委員長（前垣信三君） 基本的には、皆さん

方の多数決をとって云々という話ではないと思

うんですね。あくまでも陳情について皆さん方

の採決をとらないかぬわけですから。その前提

として、今の話が出ています。委員長として

は、この３つについては、全て内容は特に問題

はないとは思います。ただ、先ほど言いました

ように、２番についてのこの有効活用という意

味がどういう範囲なのか。このあたりが少し何

か疑念が残るかなという気はします。どっかが

とられて、その下請を地元にさせてくださいよ

という内容も見えぬような気はします。そこが

ありますから、この７号と１号についてはです

ね、特に何も、私個人としては問題はないと思

いますが。この有効活用という意味の、このあ

たりの確認はする必要があるような気はいたし

ます。どう思われますか。 

○委員（成松由紀夫君） 委員長。 

○委員長（前垣信三君） はい。 

○委員（成松由紀夫君） それは主観的な話

で、有効活用というのは、最大限地元業者さん

を有効活用してくださいということなんで。先

ほど矢本委員が言われることはごもっともなん

ですよ。私も考えたことあります。何で大きい

東京からの会社が来て、八代だけのその大きい

ところでＪＶ何社か組んで、八代単体でできな

いものなのかなというのはですね、議員になれ

ばやっぱ当然考えることでもあるんですよ。た

だ、それをですね、現実的にどうかと考えたと

きに、特に今回の件は合併特例債の期限があ

る。あと、技術的な問題、資材の今の高騰の状

況とか、いろんなことを技術的なものを含めて

ですね、考えていったときにどうなの。それ

と、やっぱり大きい器に対しては、やっぱりそ

れだけの技術であったり、やっぱりいろんなも

のが伴ってくるということをですね、やっぱり

考えていけば、そういうところが仮に入ったに

せよ、地場の業者さんを最大に活用してくださ

いということを言いたいんだなというのは、見

てとれるんですよ、３本とも。なので、それが

どの範囲でどうだということを事情聴取するよ

うな、そんな案件では私は全くないというふう

に思います。 

 以上です。 

○委員長（前垣信三君） はい。野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。特別委員会の中

で、まだどういったものを建てようか。あるい

はどういった平米数で建てようかというのもま

だ決まってないところでですよ、そんな、じゃ

あここにつくらせる。さっきから出ていますけ

れども、ゼネコンさんとか、大手ゼネコンさん

呼んでからつくるとか、そういう話はですね、

まだまだするところじゃないと思うとですよ

ね。特別委員会の中では皆さん方が地元業者さ

んにつくらせてあげたいねと、成松委員も言わ

れたように、大手ＪＶでですね、つくらせてあ

げたいねというような気持ちは皆さん持ってお

られると思うとですけれども。できればそうい

うところにですよ、たどり着くような議論を特

別委員会でしていけば、していくべきだと思う

んですよ。だけん、今のところですね、そうい

った話し合いをやっている中で、今出してもら

っている方々がどのような思いを持ってられる

かちゅうのもですね、やはり確認するべきだと

思うとですよ。それをやはりここで聞くことに

よって、今後の特別委員会の中の議論に非常に

ですね、有効なものになると思うんです。ある

いは、私たちはこういうふうに思っているんで

すという話もですね、そこでできると思うんで

すよ、やっぱり。やっぱり、せっかくこういっ

た大きなプロジェクトでありますし、大きなお

金が動くというようなことであれば、やはり地
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元にですね、やっぱりお金が落ちるようにとい

うことは皆さん思っていることなんですから。

そういったようなもので、そこに近づいていけ

るような議論をするためのですよ、今後の材料

として、そういった来ていただいて、話を聞い

ていただく。また、私たちも話を聞くというよ

うなところで、そういったことで特別委員会に

つながっていくような形でですね、今後の議論

の中につながっていくような形で、ぜひお伺い

をしたいなと私は思います。 

○委員（亀田英雄君） はい、委員長。 

○委員長（前垣信三君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 全く同感です。そのよ

うにしてですね、話を伺ってみたいというふう

に思いますので、ぜひお願いしたいと思いま

す。 

○委員（野﨑伸也君） あともう一つよかです

か。 

○委員長（前垣信三君） はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） 参考人招致という制度

が、私は非常にこの地方自治法の中でですよ、

掲げられているというのは、非常にですね、や

っぱり重要なものがあると思うんですよ。とい

うのが、やはりこの請願、陳情というのがです

よ、軽々しく出すようなものじゃない。やはり

出した人たちは、それなりのやはり熱意とか思

いを持って出されていると思うんですよ。やは

り参考人招致という制度があるにもかかわら

ず、もちろん知っとられると思うんですよ、出

される方々も。そういったものも含めてです

ね、出した方々については出しっ放しというよ

うなことじゃなくて、やはり今よく言われます

けれども、権利はあります、皆さん方出す権利

は。権利を行使するのであればですね、やっぱ

り義務をちゃんと果たさないといけないという

ことなんです、世の中。これ義務なんですよ、

参考人招致という制度は。だけん、これによっ

て参考人招致という制度を、八代市議会がやっ

ていくことによって、やはりきちんとした、地

方自治にのっとった、制度にのっとった運営が

なされていくというふうに思いますし、出され

る側についても、そういった義務があるんです

よということを、やはり身を持ってですよ、思

いながら出してもらえると、新たにですね、そ

ういった思いを持って強くですね。そこはやっ

ぱり履き違えちゃいかぬとかなと思いますよ。 

○委員長（前垣信三君） はい、委員長としま

しては、――。（｢委員長」と呼ぶ者あり）ご

めんなさい。 

○委員（村上光則君） よかですか。 

○委員長（前垣信三君） どうぞ。村上委員。 

○委員（村上光則君） はい。特例債を使って

という話ですが、それを使ってよかっですよ。

しかし、まだ今の時点で、規模も予算も決まら

ぬところに、わからないところにですよ、私ど

もとすればほかにも急いで建設しなきゃならな

いものがあるわけですね。そういうことも考え

ればですよ、それは特例債を使ってもよかっで

すよ、全部つくれば。それじゃなくてですね、

今、この文書は、この請願が来とっとはです

よ、これは全く私はゼネコンの頭と思うとです

よね。私からすれば、いつも一般質問でも言っ

たように、元請をですね、八代の地元の業者に

ちゅうとが基本なんですよ。これをできれば一

遍にこれはしてよかですよ。合併特例債を使っ

ていっぱいつくらるっですよ。やり方では、そ

れはもう今後建設せなならぬやつを一遍にでく

っですよ。だから、そういう審議がまだ十分じ

ゃないから、継続を私はしたいです。 

○委員（古嶋津義君） 委員長。 

○委員長（前垣信三君） はい、古嶋委員。 

○委員（古嶋津義君） はい。前垣委員長の御

発言の中で何度か、建設はしますよ、合併特例

債は活用しますよという確認がございまして、

その方向だろうというふうに私は認識をしてお

ります。そういう流れであるとすれば、この願
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意からですね、十分に私は酌み取ることができ

ましたので、先ほど申し上げましたように、採

択をする方向でお願いをしたいということでご

ざいます。 

○委員長（前垣信三君） はい。この３件につ

きましては、私もそうなんですが、合併特例債

を使うと、期限までにやることには、皆さん共

通の認識だと思います。ここに上がってきてお

る内容については、面積かれこれとかは全然書

いてはないんですね。規模についても触れてな

い。要は、地元建設業者の受注配慮方、あるい

は地元建設業者の有効活用で配慮方についてと

いう、規模には関係なくて、合併特例債を使っ

て、地元の業者を使ってくださいよという内容

の陳情だと思います。今、皆さん方から出てお

ります参考人招致をするかどうかが、ここに話

が上がっておりますので、どの道、今議会の間

にするとすれば、もう１回委員会を開いて話を

聞いた上で、そこでどういう形の採決をなさる

かだと思います。そのあたりを含めまして、私

はこの参考人招致について皆さんがどういう、

皆さん同じ形で同意が得れぬと、なかなかです

ね、多数、少数の決め方はしたくないと思いま

すので。今議会において間違いなく日程をとっ

て招致をして、皆さん方にこの意見を聞いてい

ただいて、その上で採決されるなりでも構わな

いと思いますし。いや、その前に採決をとおっ

しゃれば、それは各案件について採決すること

はやぶさかではありません。いかがいたしまし

ょうか。 

 はい、古嶋委員。 

○委員（古嶋津義君） 私は、それぞれの陳情

について、もう採決をしていただければと思い

ます。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（前垣信三君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 何回も言いますが、参

考人の意見を聞きたい。で、そういったなかん

ばどっちも納得でけぬけん、継続しかなかと思

います。 

 以上です。 

○委員長（前垣信三君） いかがいたしましょ

うか。委員長の判断でよろしいですか。 

 それでは、採決をとりたいと思います。よろ

しいですか。 

○委員（野﨑伸也君） 委員長。 

○委員長（前垣信三君） はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。同意が得られな

ければ参考人招致はしないというようなこと

で、今、採決に向かおうとされているとですけ

れども。 

○委員長（前垣信三君） はい。 

○委員（野﨑伸也君） 私はさっきから言って

いるように、参考人招致をして、皆さんの思い

を聞いて、それを材料にして、採決をとったほ

うがよいと思うんですけれども。 

○委員（成松由紀夫君） 委員長、よろしいで

すか。 

○委員長（前垣信三君） はい、成松委員。 

○委員（成松由紀夫君） 要するに、もう採決

して、過半数にいかなかったら、もうそっちに

いくという、通常の諮り方でいかれるというこ

となんでしょう。 

○委員長（前垣信三君） 皆さんの同意が、皆

さんの合意がないとですね、と思います。（委

員成松由紀夫君「採決に過半数達しなければ、

もうそっちの話になるちゅう話なんでしょう」

と呼ぶ） 

 はい。ただ、基本的には、参考人招致を今議

会の間に招致ができて、採決ができた場合はい

いんですが、参考人招致をしないと、今の現状

でありますと、もしかすると継続審議になった

りする可能性はありますよね。そのあたりを含

めて参考人招致をした上で、意見を聞いた上

で、採決されれば、もっとはっきりした方向性

が出るかなと、委員長としては思うんです。で



 

－11－

すから、皆さん方が共通認識で、委員会をもう

１回開いて参考人を呼んでもいいよとおっしゃ

れば、もうそれが一番、時間的にも今議会で済

ませるわけですから。そのあたりを皆さん方に

お諮りをしています。（委員野﨑伸也君「お願

いします、ぜひそれで」と呼ぶ） 

○委員（増田一喜君） 委員長。 

○委員長（前垣信三君） 増田委員。 

○委員（増田一喜君） 私は別にそのまま採決

されたらいいと思いますよ。参考人招致、今ま

で全部陳情とか請願とか、ほとんどその制度が

あるにしても、それは利用してないですよ。何

かそのたびに呼んだら、一々、一々こうやって

質問されたら、本当にもう出したくもねえっ

て。全然議会に対して参加したいとか、そうい

う意識もなくなってきますよ。何か出したの悪

いんかなと、そういう気持ちになると思われま

すよ。今まで大体それしたことないでしょう。

だからこそ、ここじゃなくて、休憩時間とか配

慮しながらそうされたんでしょうから。実質的

には、わざわざ参考人として呼んで、聞く必要

もないと、ここにちゃんと書いてありますか

ら。 

○委員長（前垣信三君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） 何回も言っているんで

すけど、三者三様なんで、ぜひ聞いてみたいん

ですよ。どやんふうに自分たちがこの庁舎建設

にかかわりたいのか。八代建設業協同組合の

方、あとは八代建設業協会の方、あと管工事業

協同組合の方々それぞれがですよ、どやん思い

でこの庁舎建設にかかわりたいのか、そこをや

っぱり確認してから採決するのが、やっぱり本

当じゃないんですかね。深く考えるべきじゃな

いですかね。 

○委員（成松由紀夫君） 委員長。 

○委員長（前垣信三君） 成松委員。 

○委員（成松由紀夫君） そこはそれで聞かれ

るのはいいんですけど、そこまでの話では私は

ないと思うんですよ。こないだの市民団体の方

々との意見交換会の部分も、不快であったり、

いろいろな意見が出た中で、やっぱりいたずら

にですね、議会と市民団体が混乱するような、

また対立軸になり得るようなことは、我々は丁

寧にですね、耳の痛いことも含めてしっかり聞

いていくのが、それはいいことばっかり言われ

ません、市民の方々は。議員さん、あやんせ

い、こやんせいということもいろいろおっしゃ

られる方々もいらっしゃる中で、それを丁寧

に、丁寧に聞いてやる中で、これも別に聞けと

いう、野﨑委員のですね、話を聞こうじゃない

かというのもわからんじゃないけれども、１

本、１本、今までそうやって来た経緯もなかな

かない中でですよ、前例として。だから、ちょ

っとですね、通常の諮り方というか、正副委員

長にはやっていただいて、それで過半数に達し

なければ、過半数に達したやつで。もう委員会

としてはですね、議会制民主主義でいけばそれ

に従わないかぬわけですから、それでいくか速

やかにやっていただきたいんですが。その前

に、少しちょっと休憩をいただいてもよろしい

ですか。 

○委員（山本幸廣君） 委員長、ちょっとよろ

しいですか。 

○委員長（前垣信三君） 山本委員。 

○委員（山本幸廣君） 今、急遽、成松委員か

ら休憩を諮られたけん、委員長、整理してくだ

さい。休憩しないなら、しないと言ってくださ

い、私が挙手しましたから。 

○委員長（前垣信三君） いや、先に意見いた

だきましょう。 

○委員（山本幸廣君） 今たくさんの委員の方

々からいろんな、市民の方々もきょうは大変委

員会というのは興味深く私は見ておられると思

います。そういう中で、我々議員というのは、

いろんな委員会、特別委員会を含めてですけれ

ども、審議をする中ではですね、賛成か、反対
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か、それとも継続でしょう。賛成するならば、

賛成する。しない人が賛成したいというふう

に、この陳情・請願の方々というのは説明すべ

きと私は思うんですよ。参考人とか、参考人

も、今、意見、そういうのが出ましたが、やは

り請願・陳情の趣旨の弁明、趣旨をしっかりし

て、議員の方々そして市民の方々にですね、伝

えるというのは、これは義務なんです、その方

が。そういうことを考えると、私は反対とか賛

成、もしも私が賛成しなければいけないという

状況の中で悩んどるというときには、やはり請

願・陳情を出された方々からですね、聞くのは

当たり前なんですよ。それは、参考人というこ

とが出ました。私は、これは、参考人制度とい

うのは、今から活用すべきですよ。だからこそ

ですね、こういう問題には十分に慎重審議をし

ながら、特別委員会の今までの経緯というのを

踏まえながら、陳情されたならば、私はいいで

すよ、それは賛成に回りますよ。ところが、そ

の趣旨をですね、しっかりその出された方々、

陳情者の方々から聞くのも大事なことだけはで

すね、これは委員長、しっかり私たちは受けと

めていかないかぬ。私はそう思います。だか

ら、採決するのは、もうはっきりいってから、

継続なら継続の中で参考人をどうするのか。賛

成ならば参考人どうするのかということをです

ね、皆さんがお考えいただければ結構じゃない

んですか。最終的には、委員のこれは、委員の

議決権あるわけですから。と、私は思います。

だから、参考人というのは、私は必要だと思い

ますよ。 

○委員（成松由紀夫君） 委員長、先ほど、―

―ちょっと休憩を少しとって協議の時間をいた

だければ。まあトイレも行きたいですし。 

○委員長（前垣信三君） はい、わかりまし

た。 

 それじゃあ、小会といたします。（｢休憩で

しょう」と呼ぶ者あり）休憩、休憩するんです

か。（｢小会じゃない、休憩でしょう」｢何分」

と呼ぶ者あり） 

 それじゃあ、１１時まで。１５分いいです

か。 

（午前１０時４７分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時０３分 開議） 

○委員長（前垣信三君） 委員会を再開いたし

ます。 

○委員（古嶋津義君） 委員長。 

○委員長（前垣信三君） はい、古嶋委員。 

○委員（古嶋津義君） 口下手で言葉足らずな

ところがありますのでお許しをいただきたいと

思いますが、先ほども申し上げましたように、

私はこの３件の陳情、十分に願意が私は読み取

れますので、採択の方向でお願いをしたいと思

います。 

○委員長（前垣信三君） 古嶋委員に少し確認

をいたします。 

 この採択とおっしゃるのは、陳情そのものの

採択という意味ですか。（委員古嶋津義君「そ

うです」と呼ぶ）今、皆さん方にお諮りをしと

るのは、委員会に参考人招致をするかという話

で、ここが一番今のところネックになっていま

すから、皆さん方の同意が得るなり、あるいは

もうそれは採決で決めようかとおっしゃれば、

そういう方向にも進めようとは思います。（委

員古嶋津義君「それはまた先の段階ですので。

私の言いましたのは、採択と申し上げましたの

で、その方向でもう一度は――」と呼ぶ）請願

・陳情に対してですね。 

 それじゃあ、済みません、お諮りをしたいと

思います。 

 参考人招致に賛成の方、挙手をお願いしま

す。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前垣信三君） はい、挙手多数。 

 それでは、３月議会の間に日程を調整をいた
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しまして、参考人の招致を含んで、この委員会

を継続をいたしたいと思います。しかし――。

（｢委員長」と呼ぶ者あり） 

 はい、ちょっと待ってください。しかしなが

ら、先ほども事務局と打ち合わせをしました

が、参考人さんのほうの都合もありますから、

まず日程を皆さん方でお決めいただいて、その

日程の中で参考人さんが出頭していただけるも

のかどうかが一番問題になると思うんですね。

（｢出席」と呼ぶ者あり）出席ですね、ごめん

なさい。 

○委員（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員長（前垣信三君） はい、どうぞ。 

○委員（成松由紀夫君） 注意していただきた

いというのが、参考人招致となるという文言で

も抵抗を感じられたりですね、今、出頭という

ような言葉にもなると、とり方がいろいろ出て

きたりするので。業者の皆さん方はあくまで何

とかしていただきたいという願意でありますの

で、そういった小さいところの御配慮をしなが

ら、業者さん方が委縮されないようなですね、

参考人招致をされるんであれば求めておきたい

と思います。 

 以上です。 

○委員長（前垣信三君） はい。それでは、参

考人招致を本委員会で行いたいと思います。 

 日程の確認をいたします。 

 現在の日程でいきますと、１４日が総務委員

会、それ以前にはどこも日程的なものはあいて

おりませんので、例えば１５日の午後とか、あ

とは１６日、１７日になると思いますが、皆さ

ん方の御都合をお伺いしたいと思います。

（｢都合ば言うてよかんならですね、１５日は

ですね、――小会よかですか」と呼ぶ者あり） 

 小会します。 

（午前１１時０６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時２７分 本会） 

○委員長（前垣信三君） 本会に戻します。 

 お諮りをいたします。 

 平成２８年３月１５日の午後、または１６日

の午後、本委員会室において、今回付託されま

した陳情３件に関して陳情者に対し招致する旨

議長に通知することといたしたいと思います

が、御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前垣信三君） はい。それでは、そ

のように取り計らいをいたします。（｢委員

長」と呼ぶ者あり）ちょっと待ってください

ね。（｢小会をとっていただいていいですか

ね。今ちょっと確認します。時間がわかりませ

んので、日程の、何時から」と呼ぶ者あり）

（｢再度、１５日の日程と１６日の日程。今、

委員長が言われた」と呼ぶ者あり）（｢まだ確

定じゃない」と呼ぶ者あり）まだ確定ではない

です。（｢いや、確認です」と呼ぶ者あり）た

だ、小会してもいいんですが、可能性として

は、１６日の２時半になる可能性が大きいで

す。片っぽが１５日がだめとおっしゃったか

ら。（｢ああ、なるほどね」と呼ぶ者あり）よ

ろしいですか。（｢１５日は昼からですね」と

呼ぶ者あり） 

 はい、もう基本的にはないと思ってくださ

い。（｢ああ、そうですか。はい」と呼ぶ者あ

り）１６日の２時半からでないとどうしてもだ

めとおっしゃられた方が１人いますので、そこ

で調整をしたいとは思います。 

 以上で、付託されました案件の審査は全部終

了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告書の作成につい

ては、委員長に御一任願いたいと思いますが、

これに御異議ありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） 委員長、よろしいです

か。 

○委員長（前垣信三君） 野﨑委員。 
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○委員（野﨑伸也君） 確認で。 

○委員長（前垣信三君） はい。 

○委員（野﨑伸也君） まだ請願・陳情につい

ては結果が出てないですよね。採決されてない

んで、御一任というのは、まだ委員長報告がで

きないんじゃないかなと私は思ったんですけれ

ども。どやんなんですか。終わってから。 

○委員長（前垣信三君） 済みません、この委

員会報告並びに委員長報告は、１５もしくは１

６日の参考人さんの御意見を聞いて、皆さん方

にお諮りをした上を含めて委員長報告というこ

とです。（委員野﨑伸也君「ああ、そういうこ

とですね。わかりました」と呼ぶ） 

 御異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前垣信三君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

                              

◎新庁舎の機能、規模、予算など新庁舎建設に

関する諸問題の調査 

○委員長（前垣信三君） 次に、当委員会の特

定事件１件を議題とし、調査を進めます。 

 当委員会の特定事件は、新庁舎の機能、規

模、予算など新庁舎建設に関する諸問題の調

査、以上の１件です。 

 本件について、何か質疑、御意見等はありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前垣信三君） なければ、以上で、

新庁舎の機能、規模、予算など新庁舎建設に関

する諸問題の調査１件についてを終了いたしま

す。 

 以上で本日の委員会の日程は全部終了いたし

ました。 

 これをもって、新庁舎建設に関する特別委員

会を散会いたします。 

（午前１１時３１分 散会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    平成２８年３月７日 

新庁舎建設に関する特別委員会 

委 員 長 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 15%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails true
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


